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田植え機の性能にみんな驚いていました！田植え機の性能にみんな驚いていました！

田植えが
スタートしました！

皆で一生懸命に田植しました！皆で一生懸命に田植しました！

田植えのやり方を
説明する磯部部長

中村さんも
泥だらけに
中村さんも
泥だらけに

田植えイベントを開催田植えイベントを開催
今年で2回目となる今年で2回目となる

県内の消費者親子に向け北越後をPR県内の消費者親子に向け北越後をPR

　
イ
ベ
ン
ト
に
は
、
ナ
マ
ラ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
メ

ン
ト
よ
り
中
村
博
和
さ
ん
と
パ
ー
ソ
ナ
リ

テ
ィ
ー
な
ど
で
活
躍
す
る
海
津
ゆ
う
こ
さ
ん
を

M
C
に
迎
え
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ぐ
ず
つ
き
模
様
の
天
気
の
な
か
、
田
ん
ぼ
に

入
っ
た
参
加
者
か
ら
は
歓
声
が
挙
が
り
ま
し

た
。
昔
な
が
ら
の
型
付
け
具
で
四
角
の
線
を
付

け
、
皆
一
生
懸
命
に
苗
を
植
え
ま
し
た
。

　
田
植
え
後
は
、
営
農
セ
ン
タ
ー
に
戻
り
、
昼

食
と
な
り
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
に
は
「
あ
や
め

味
噌
」
を
付
け
た
焼
き
お
に
ぎ
り
に
、
女
性
部

員
が
作
る
地
元
農
産
物
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た

豚
汁
、
パ
イ
オ
ニ
ア
ポ
ー
ク
の
串
焼
き
で
参
加

者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
ま
た
、
昼
食
時
間
に

は
足
湯
の
特
設
会
場
で
く
つ
ろ
い
だ
り
、
各

メ
ー
カ
ー
よ
り
協
力
を
得
て
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の

試
乗
を
行
い
ま
し
た
。

JA北越後青壮年部と女性部が主体となり、2回目となる「親子田植えイベント」
を開催しました。管内を中心に参加募集をかけ、県内より16組、40人を
招きました。参加者と関係者をあわせた総勢90人で田んぼに素足で入り、
田植えを行いました。

JA北越後青壮年部と女性部が主体となり、2回目となる「親子田植えイベント」
を開催しました。管内を中心に参加募集をかけ、県内より16組、40人を
招きました。参加者と関係者をあわせた総勢90人で田んぼに素足で入り、
田植えを行いました。
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生き物調査は
わいわい楽しく
網で採取しました

生き物調査は
わいわい楽しく
網で採取しました

どんな生き物が集まったかなどんな生き物が集まったかな

農薬の解説をするクミアイ化学の水尾さん農薬の解説をするクミアイ化学の水尾さん

農薬の効果をみんなで学びました農薬の効果をみんなで学びました

自慢の食材で作った
お昼御飯です

皆で食べるお昼ご飯は楽しいね！ 皆で食べるお昼ご飯は楽しいね！ 

休憩では足湯もご用意しました！休憩では足湯もご用意しました！
中村さんと海津さんも
ご一緒に昼食を取りました！
中村さんと海津さんも
ご一緒に昼食を取りました！

笹団子作りに子供たちは興味津々笹団子作りに子供たちは興味津々

海津さんに教えてもらう中村さん海津さんに教えてもらう中村さん

トラクターの試乗に
子供たちは大はしゃぎ！
トラクターの試乗に
子供たちは大はしゃぎ！

　
昼
食
後
に
は
、
笹
団
子
作
り
の
体
験
を
行

い
、
女
性
部
が
講
師
を
務
め
ま
し
た
。
初
め
て

作
る
笹
団
子
作
り
に
親
子
と
も
ど
も
真
剣
な
表

情
で
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
笹
団
子
が
完
成

し
、
茹
で
上
が
る
ま
で
の
時
間
は
、
再
び
圃
場

に
戻
り
、
農
薬
メ
ー
カ
ー
の
ク
ミ
ア
イ
化
学
や

全
農
に
い
が
た
の
協
力
の
も
と
、
農
薬
教
室
と

田
ん
ぼ
の
生
き
物
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
好
奇

心
旺
盛
な
子
供
た
ち
は
、
農
薬
の
効
果
を
学

び
、
豆
粒
剤
の
散
布
の
様
子
を
観
察
し
ま
し

た
。
生
き
物
調
査
で
は
、
採
取
し
た
田
ん
ぼ
の

生
き
物
に
興
奮
し
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
で
2
回
目
と
な
る
イ
ベ
ン
ト
に
青
壮
年

部
部
長
の
磯
部
勇
さ
ん
は
「
前
回
は
県
内
外
か

ら
お
客
様
を
迎
え
て
の
開
催
で
し
た
が
、
今
回

は
地
元
の
人
に
北
越
後
を
よ
り
知
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
イ
ベ
ン
ト
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
が
楽
し
そ
う
に
騒
ぎ
な
が
ら
参
加
し

て
い
る
の
を
見
て
、開
催
し
て
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
秋
に
は
稲
刈
り
イ
ベ
ン
ト
も
あ
り
、
次
年

度
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
」
と
締
め
く
く
り
ま
し
た
。
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■JAデータ
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きたえちご

（平成29年5月末現在）

2回目の田植えイベントを開催. ............2
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直売所だより ....................................6
作ってみよう！家庭菜園 .......................7
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きたえちご インフォメーション ...........10
今月のレシピ ..................................15
ギャラリー 蕗谷虹児 ........................16

組合員数

うち正組合員

うち准組合員

出資金

貯金

貸出金

長期共済保有高

販売品販売高

購買品供給高

  　　17,306人

8,728人

8,578人

31億5,545万円

912億2,080万円

299億5,882万円

4,534億902万円

14億2,157万円

7億9,411万円

※平成29年４月からの実績です。

※

※

公式 Facebookページ
JA北越後のホームページをチェック！

の

http://www.ja-kitaechigo.or.jp/
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春ブロッコリー最盛期に
あわせ出荷規格を確認
北越後農協ブロッコリー部会が出荷目合わせ

　北越後農協ブロッコリー部会は、春ブロッコリーの出荷
最盛期にあわせ出荷目合わせ会を実施しました。青果物
集出荷センターを会場に26人が参加しました。
　現在の主力品種である「おはよう」を中心に目合わせを
行いました。春は花蕾が大きくなりやすいので、収穫遅れ
にならない様に、早めに収穫を開始してLサイズの直径12
㎝を守るよう規格を再確認しました。また、この品種は花
蕾の締まりが良く、箱詰めのコツを参加者に周知しまし
た。
　29年度の作柄は、春の低温傾向の影響があり少し遅れ
ましたが、被覆資材の活用により生育は平年並みとなりま
した。初出荷は5月中旬（ハウス）となり、露地は同月17日
より出荷が始まりました。ともに6月20日ごろまで出荷さ
れる見込み。
　市場関係者は「県
内産地で出荷が重な
るタイミングとなりま
すが、北越後産は品
質も良くお客が付い
ています。29年度産
も良い出来で推移し
ているので、目合わ
せを通じて安定出荷
をお願いします」と呼
びかけました。

topic
5/

25
29年産
玉ねぎ収穫作業始まる

　当JA管内における玉ねぎの収穫作業が、6月12日より本
格的に始まりました。北越後農協加工用野菜部会の玉ね
ぎ部門では、29年産については、栽培面積515aで収穫量
257tを目標に掲げます。
　作柄状況については、越冬前の株姿も良好で越冬後の
株腐れも少程度で推移しましたが、一部の圃場では、4月
の低温及び降雹被害の影響でその後の生育が緩慢となり
ました。しかし、近年多発している病害(べと病)の発病も
薬剤ローテーションを考慮し、適期防除が実践され、その
結果ほとんど病害が確認されず、高品質な玉ねぎが収穫
される見込みです。
　同部会の生産者は「新潟県内は、梅雨入り前の収穫時
期であり、天候の状
況を見極めながらロ
ス無く作業し所得の
向上に努めたいです
ね」と意気込みをい
ただきました。

topic
6/

12

生育概況と密播の技術
ポイントを学ぶ
JA北越後・JA胎内市稲作部会合同研修会

　JA北越後、JA胎内市の稲作部会は、胎内市内にて合同
の稲作部会研修会を開催しました。両JAの部会員と役職
員約62人が参加しました。研修では、水稲の生育概況と今
後の管理と題し、普及指導センターの齋藤麗子課長代理が
講師を務めました。生育の概況とともに中干しや溝切りの
タイミング、防除について解説しました。あわせて29年産の
新之助の解説も行われました。29年度の新発田地域にお
ける新之助の取組状況では、8つの研究会で作付会員が
176人、作付面積99.6haとなります。齋藤麗子課長代理
は、新之助の生産流通に求められるGAPの遵守を訴えま
した。
　後段の密播疎植栽培のポイントと注意事項について新潟
県農林水産部経営普及課の石山誠一氏が講師を務めまし
た。コシヒカリから極早生、晩生の主食用米を対象に密播
疎植栽培方法で苗箱を削減し、育苗及び労働時間の省力
化に見られる経営的効果を確認しました。
　研修会でJA北越後稲作部会の櫻井賢七部会長は「既存
の栽培品種から業務用米等へのシフトが必要な状況となっ
てきました。水田面
積あたりの収益構造
を変えていくことが
重要となります。今
日の研修をもとに、
より自分たちの取り
分が残る経営を目
指して頑張りましょ
う」と結びました。

topic
6/
5

北越後産のPRを拡大
城南信用金庫懸賞付定期預金抽選会

　北越後産コシヒカリが賞品として提供される城南信用
金庫の懸賞付定期預金の抽選会が東京都品川区にある
城南信用金庫本店で開催されました。賞品の北越後産コ
シヒカリ5kg袋、数にして約20,000本が当選者に届けら
れます。
　北越後産コシヒカリが抽選会の賞品として提供される
のは平成7年からで、今回で45回目を数えます。この抽選
会では、来場者の各テーブルに越後姫を振る舞い、手土産
には、JA北越後プレミアム米1kgをつけるなど北越後の
PRを拡大しました。準備を行った同JAお米センターの渡
辺慎也センター長は「テーブルに並べた越後姫は好評で、
当産地に注目が集まっているのを感じました。ディスプレ
イで飾ったチューリップも大変喜んでいただきました。去
年から始まったプレミアム米にも注目を集められるように
したいですね」と意気込みます。
　抽選会では、当JAの特産品である新米の北越後産コシ
ヒカリやあやめみそ、ジャムをブースにて展示しました。抽
選会は、次年度の
開催も確定し、同
JAでは引き続き北
越後産の認知度向
上を目指します。

topic
5/
15

規格や注意点を説明する太田一枝課長補佐 新玉ねぎの収穫がこれから最盛期になります

番号が確定する度に会場は盛り上がりを見せました 密播疎植栽培方法の解説をする石山誠一氏
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甘い宝石求め
沢山の来場を記録
聖籠さくらんぼまつり

　県内一のさくらんぼ産地のJA北越後では、聖籠地区や五十
公野地区でさくらんぼの収穫が最盛期を迎えました。聖籠地
区では聖籠地場物産館前を会場に、砂丘地特産PRと販売促
進を目的とした恒例の「聖籠さくらんぼまつり」を開催しまし
た。29年度は、5月、6月の低温の影響で昨年より1週間開催
が遅れました。当日は晴天のなか、2000名を超える来場を
記録しました。
　まつりでは、さくらんぼ特価販売、生産者の直売コーナー、
さくらんぼの種飛ばし大会等様々なイベントが行われまし
た。さくらんぼ特価販売では、午前9時と10時30分の2回に
分けて行われました。1000パックの数量限定で、佐藤錦
500円相当が100円で特価販売されました。販売開始前か
ら長蛇の列ができ、ものの数分で完売となりました。
　29年度産のさくらんぼは、28年から取り組んでいる人工
受粉による安定した結実により収量を確保しました。また、
防除暦に沿った薬剤防
除、耕種的防除と休眠
期防除を徹底しまし
た。低温の影響が心配
されましたが、収穫時
期が多少遅れたぐらい
で高品質なものが収穫
できています。会場でさ
くらんぼを頬張った来
場者は「甘い！」と満面
の笑顔を見せました。

topic
6/
17

生産者が自ら学べる環境を
JA北越後青壮年部が肥料農薬研修会を初開催

　JA北越後青壮年部は、新発田市内で肥料農薬研修会を
関係者72人の出席により開催しました。この研修会は、同
JA青壮年部が企画立案のもと開催された初めての取り組み
となります。各生産者の経営にあわせ、必要なものを自ら学
べる研修会をコンセプトに設定しました。また、JA自己改革
にも掲げる農業者の所得増大に向け、より省力化やコストパ
フォーマンスにすぐれた製品の情報を得られる場所として、
各々の経営に役立ててもらうことも狙い一つです。
　研修会では、農薬メーカー7社、肥料メーカー4社、資材を
取り扱う3社と全農にいがたを含めた合計15社が参加し、特
設のブースを設けました。各社の担当は、それぞれ力を入れ
ている製品のプレゼンテーションを行いました。プレゼン
テーション後には、ブース見学の時間を設けました。参加者
はブースに展示してある製品や今栽培している品目に使用
できるか、効果があるかなど各社の担当に積極的に質問を
していました。
　肥料農薬研修会を初開催した同JA青壮年部の磯部勇部
長は「JAの資材が高いといわれているなかで本当にそうな
のか、また、生産者がそれぞれ必要なものを勉強できる機
会を設けるため企画しま
した。青壮年部に所属す
るメリットは、勉強できる
機会を作り、若手から発
信できることだと思って
います。これを第一歩に
今後もJAとしてこのよう
な機会を作ってもらえれ
ば」と所感を述べまし
た。

topic
6/

15

組合員の「声」を拝聴する機会を
JA北越後担い手懇談会開催

　当JAは、管内の担い手の方とJA自己改革等についての
懇談会を2回に渡り開催しました。関係者を含めた合計
38人で行われた懇談会では、参加者の皆さまから活発な
ご意見をいただきました。
　この度の懇談会は、平成29年度事業計画設定にあたっ
ての基本方針である自己改革工程表に対する今後の進め
方と、JA事業の根幹である営農指導事業のあり方につい
て、組合員の皆さまとJAが議論を重ね、幅広い層からご
意見をいただくために開催しました。様々なご意見やご
要望の中から、自己改革の方向性を明確にし、諸問題に
対して取り組み目標を共有していきます。今後も、このよ
うな懇談会を開催し、組合員の皆さまの「声」を活かし
た事業運営を展開していきます。

topic
5/

30
6/

13

会員間の親睦深める大会に
第1回年金友の会グラウンドゴルフ大会を開催

　JA北越後年金友の会
は、新発田市カルチャー
センターにおいて、会員、
関係者含め80人の参加に
より、第1回JA北越後年金
友の会グラウンドゴルフ
大会を開催しました。
　開会にあたり、石山正
博経営管理委員会会長は
「JA北越後で年金を受給
する同じ仲間として、グラウンドゴルフ大会を通じて親睦を
深めていただきたい」と挨拶しました。
　大会は、各地区の会員が6人で１グループとなり、24ホー
ルの合計打数で競いました。ホールごとの傾斜や、芝の状
況を確認するプレーが見られるなど、個人対抗による熱戦
が繰り広げられ、参加者からは「気候が良く気持ちよくプ
レーできました。思い通りにいかず、難しいところが面白
い。プレーができる限り参加していきたい」と感想を話しま
した。

結果は下記の通り

topic
6/

14

【女性の部】
優　勝　磯部 好子さん
　　　　　（新発田地区）
準優勝　室我 トシさん
　　　　　（紫雲寺地区）
第３位　三浦 ヨウ子さん
　　　　　（紫雲寺地区）

【男性の部】
優　勝　茂野 孝さん
　　　　（紫雲寺地区）
準優勝　若桑 三四郎さん
　　　　（加治地区）
第３位　森田 幸作さん
　　　　（紫雲寺地区）

総合優勝　茂野 孝さん（紫雲寺地区）

地域の話題をお届けしています

ブース見学で説明を受ける参加者

参加者の親睦を深めた大会

甘い宝石を求め沢山の来場者が詰めかけた 懇談会では活発なご意見を頂戴しました
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家庭菜園
今月の野菜

　在来のカブから分化した漬け菜の一つ。現在の東京都
江戸川区の小松川周辺で盛んに作られていたのでその名
があります。
　カルシウムを多く含み（野菜の中でも最多、ホウレン
ソウの3倍強）、鉄分、ビタミンＢ、Ｃなどの栄養素も
豊富です。
　あくがほとんどないので、ゆでこぼししないでおひた
し、汁の具、ごまあえ、生揚げや肉、魚との合わせ炒め、そして漬物にと幅広く使えます。
　耐暑、耐寒性共にあり、連作障害も出にくく育てやすいので、自家菜園にはうってつけ。周年的に栽
培してもよい野菜といえましょう。
　一番のまきどきは8月下旬～9月中旬ですが、後述のように6月中旬からでも種まきできます。
　葉形や彩りの異なる多くの品種、系統がありますが、近年人気が高いのは丸葉で葉に厚みのある葉色
の緑の濃い品種（多くはチンゲンサイの性質を取り入れた改良種）です。

　育て方は、野菜の中ではやさしい部類ですが、寒さ、暑さの厳しい時期
の良品取りには元肥に良質の完熟堆肥や油かす、化成肥料などを畑全面に
ばらまき、20cmぐらいの深さによく耕し込んでおくことです。生育の様
子を見て、後半葉色が淡く、育ちが遅いようなら、15～20日置きぐらい
に化成肥料と油かすを列間にばらまき、くわで軽く土に耕し込んでおきま
しょう。
　秋はいろいろな害虫にやられやすいので、早めに薬剤散布をしたり、べ
た掛け資材を被覆して飛来を回避します。
　収穫は通常葉長が22～25cmぐらいになったら株元から抜き取り、ま
たは刈り取りします。
　小規模の家庭菜園では葉をかき取り収穫するのも良いです。
　私の場合、やや離れた畑ではなく庭先の小菜園の5m長の畝１列に、6
月中旬に種まきし、葉をかき取り収穫し、7月下旬から3月下旬まで8カ月
の長い間収穫しています。小松菜はとう立ちするまで節間はほとんど伸び
ず、株元付近の葉が次々と出てくるので、草姿はいつも低いままなのです。
3月下旬を過ぎるととう立ちしてくるので、それもナバナ同様に摘み取っ
て食べます。ほろ苦い、さっぱりした味も良いものです。
　この摘み取り長期栽培の品種としては、サカタのタネの「きよすみ」な
どがお薦めです。

作ってみよう！

小松菜暑さ寒さに強く連作もできる
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合併20周年に華を添える

信用＆共済全国優績JAダブル受賞
　去る2月16日に農林中央金庫主催の「第16回JAバンク全国大会」が東京都内にて開催され、全国から各県
域で優れた業績を上げた42JAを対象に優績JA表彰が行われました。新潟県を代表し、当JAが県内唯一の優
績JAとして表彰を受賞してまいりました。
　また、5月18日に東京都内にて全国共済農業協同組合連合会が主催する「平成28年度JA共済優績組合表
彰式」が開催されました。こちらでも、新契約優績表彰組合として当JAが新潟県で唯一の総合優績JA表彰を
受賞しました。
　今回の受賞にあたり、信用事業において、平成28年度JAバンク新潟「優良JA・優良店舗・優良渉外担当」
を受賞した職員（代表含む）と、共済事業において、平成28年度JA共済「優績ライフアドバイザー全国表彰」
を受賞した職員を紹介いたします。

金融共済部特集

受賞時 所属部署 役職 職員氏名 受賞項目 現行 所属部署 役職

金融共済部加治支店副支店長

金融共済部融資課（農業融資）

金融共済部融資課（農業融資）

金融共済部新発田支店

金融共済部営業課係長（加治ブロック・加治担当）

金融共済部新発田支店係長

金融共済部金融業務課（年金専任）

金融共済部金融業務課（年金専任）

金融共済部川東支店副支店長　

金融共済部融資課（ローンセンター）

金融共済部聖籠支店

金融共済部聖籠支店長

金融共済部営業課（松浦ブロック・豊浦担当）

金融共済部営業課係長（聖籠ブロック・聖籠担当）

金融共済部営業課（聖籠ブロック・新発田担当）

金融共済部営業課係長（聖籠ブロック・新発田担当）

金融共済部営業課（松浦ブロック・豊浦担当）

金融共済部融資課（ローンセンター）

金融共済部松浦支店長

金融共済部営業課（聖籠ブロック・新発田担当）

金融共済部営業課（松浦ブロック・川東担当）

金融共済部営業課（松浦ブロック・川東担当）

金融共済部営業課（松浦ブロック・松浦担当）

金融共済部営業課（松浦ブロック・豊浦担当）

金融共済部佐々木支店長

金融共済部菅谷支店

大野 孝之

中村 良保

高橋 俊行

田代 香織

遠藤 美加

中村 幸子

鈴木 有紀子

那須野 いづみ

本間 由

五十嵐 淳一

水戸部 照夫

菅 岳夫

京野 真紀

渡辺 ひろ子

石田 三千代

津野 千香子

川崎 裕子

村井 和弥

川崎 正昭

佐藤 由一

阿部 豊

小坂 卓也

長谷川 幸司

益田 翔平

花野 勝也

坂場 圭子

優良店舗年金部門優良賞

優良ＪＡ農業融資部門最優良賞

優良ＪＡ農業融資部門最優良賞

優良渉外総合部門最優秀賞

優績ライフアドバイザー全国表彰（通算5回目表彰）

優良店舗総合部門優良賞

優良渉外年金部門最優秀賞

優良渉外年金部門優秀賞

優良店舗年金部門優良賞

優良渉外ローン部門最優秀賞

優良渉外総合部門特別優秀賞

優良店舗ローン部門優良賞

優績ライフアドバイザー全国表彰

優績ライフアドバイザー全国表彰

優績ライフアドバイザー全国表彰

優績ライフアドバイザー全国表彰

優績ライフアドバイザー全国表彰

優良渉外ローン部門優秀賞

優良店舗総合部門優良賞

優績ライフアドバイザー全国表彰

優績ライフアドバイザー全国表彰

優績ライフアドバイザー全国表彰

優績ライフアドバイザー全国表彰

優績ライフアドバイザー全国表彰

優良店舗メイン化ランク部門優良賞

優良渉外貯金部門優秀賞

金融共済部川東支店長

受賞時と同様

金融共済部融資課（支店融資担当・加治駐在）

受賞時と同様

金融共済部営業課加治ブロック長

金融共済部新発田支店副支店長

受賞時と同様

受賞時と同様

金融共済部共済課係長（LAブロック担当・松浦支店駐在）

金融共済部融資課（支店融資担当・豊浦駐在）

金融共済部豊浦支店副支店長

金融共済部次長

金融共済部営業課（聖籠ブロック・新発田担当）

受賞時と同様

受賞時と同様

受賞時と同様

金融共済部営業課係長（松浦ブロック・豊浦担当）

受賞時と同様

金融共済部営業課長

受賞時と同様

金融共済部菅谷支店

金融共済部営業課（聖籠ブロック・新発田担当）

受賞時と同様

受賞時と同様

受賞時と同様

金融共済部菅谷支店係長

前
列
左
側
か
ら

中
列
左
側
か
ら

後
列
左
側
か
ら

右
上
段
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　組合員の皆様をはじめ、地域の皆様からのご利用のお陰をもちまして、信用・共済事業において、県内24JA
を代表し、最高の賞をダブルで受賞することができました。本年度もこの結果に満足することなく現行以上の
サービスを提供し、組合員の皆様、地域の皆様から「JAは地域に必要だぁ！」と言っていただけるJAを目指し
て取り組んでまいりますので、引き続きのご利用を宜しくお願い申し上げ、金融共済部職員168名を代表して
御礼の挨拶に代えさせていただきます。『ありがとうございました！これからもご利用お願いします！！』

JA北越後金融共済部長　鈴木　徹　

金融共済部特集



きたえちご 2017年7月号 10

〈
有
料
広
告
〉

JA北越後提携業者につき、
建築・建て替え・大規模リフォー
ム時の住宅ローンは優遇金利で
ご案内できます！

お客様の住宅に関する疑問
や夢、是非お聞かせください！

〒957-0046 新発田市上中山乙51-1
TEL ０２５４－３２－２３４３
E-mail m.a.m.r.y@hb.tp1.jp
（一級建築士・施工管理、宅地建物取引主任者、耐震診断士）赤 澤 建 築

設計・施工は

注文住宅・リフォームまで
住まいと暮らしを創造します。

お一人おひとりの“着物へのあこがれ”を
大切にお育てする教室です。

野俣きもの着付教室
曜日、時間はご相談下さい

入学
随時受付

自宅でお稽古
もＯＫ

マンツーマン
の個人指導

Tel.0254-24-2761
新発田市中曽根町３丁目３-４

冠婚葬祭・美容室へ出張可
お気軽にお問い合わせ下さい

着付ご依頼も承ります

－初心者から資格取得者まで－

今年もサル追払いパトロールを実施します！

年金振込感謝デーにお越しいただき
ありがとうございました！

 新発田市鳥獣被害防止対策協議会では、今年も２名の追
払いパトロール員によるサルの追払い活動と群れの行動調
査を下記のとおり実施します。農作物被害やサルの目撃情
報は、下記パトロール員までご連絡ください。併せて、最
寄りのふれあい営業所にも情報提供をお願いします。
●パトロール員
　Ａ班－小島（加治、加治川、菅谷、川東地域を担当）
　　連絡先⇒090-9399-6646
　Ｂ班－石塚（豊浦、松浦、米倉、赤谷地域を担当）
　　連絡先⇒080-9873-5706
●作業期間
　平成29年6月1日～11月30日
　※土・日・祝日は休み
●作業時間　午前9時～午後4時
●作業内容　(1) 花火によるサルの追払い
　　　　　　(2) サル群れの行動調査
●その他
　①対策のポイント

　サルによる農作物被害を減らすには、放任果樹の伐採
や未収穫野菜の回収、追い払い等を、個人はもとより
集落ぐるみで取り組むことが重要です。
②好評！「さるどこめーる」を配信します！
　　サルによる農作物被害の減少に向け、市内中山間地
域に生息するサル群の「翌日の動向予想」をメール配
信します。最寄りの群れの行動を先読みすることで、
追い払いなどの対策を効率的に行えます。
　　配信期間：平成29年6月中旬～平成29年11月下旬
　　配信日時：平日夕方（土日祝は配信なし）
　　登録方法：タイトルに「さるどこめーる希望」、本文

に予想を希望する地区名（加治川、加
治、菅谷、川東、赤谷、米倉、松浦、豊
浦）を記入し、次のアドレスへメールを
送信して下さい。

　　送付先アドレス：nosei@city.shibata.lg.jp
　　※メール設定で、このアドレスからのメールを受信

できるように設定願います。

　6月15・16日に第7回目となる年金振込感謝デーを開催
させていただきました。管内10支店、両日あわせて964人
のお客様にお越しいただきました。有難うございました。
　次回の年金振込感謝デーは、

8月15・16日に開催する予定でございま
す。皆様のご来店を心よりお待ちしております。

きたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーション

◆募集人員／４０名様限定（最少催行人員３０名様）
　※定員になり次第締切とさせていただきます。
◆食事条件／夕（弁当）1回　　
◆申込締切／8月25日（金）　
◆添乗員／同行致します。
◆利用バス会社／新潟中央観光バス　

9月9日（土） 桟敷席

※花火大会終了後は、会場周辺の渋滞により、到着時刻が大幅に変わる可能性があります。

1

×
×

弁

ＪＡ北越後（13:00～15:00/予定）
　　　＜北陸道・関越道＞
　◎「桟敷席」で花火鑑賞（19:30～22:00）　　　　　　　　
　＜関越道・北陸道＞　ＪＡ北越後（24:00頃着/予定）

新潟の夏を彩る大迫力の四尺玉！

片貝まつり大花火大会鑑賞の旅
出発日

12,980円
9,980円

通常旅行代金

年金友の会会員特典の旅行代金
※年金友の会会員とは当JAに年金をお振込されている方です。
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青果物集出荷センター 季節労働者募集

お米センターの土曜営業時間の変更について

●雇用形態
●年　　齢
●就業時間

●週所定労働日数
●賃金形態

●休　　日

●就業場所
●加入保険等
●採用人数

パート労働者
不問
①8:30～12:00、②13:00～17:00
※青果物の出荷量に応じて、勤務時間
　を調整する場合があります。
週６日程度
時間給制：800円
賃金計算期間：当月16日～翌月15日
支払日：月末日
シフトにより週1日
※青果物の出荷量が少ない場合は、
　休日となる場合があります。
事業所在地（問い合わせ先）に同じ
労災
若干名

●期　　間
●仕事の内容

●必要な経験など

●お問い合わせ先

詳細は面談時に説明させて頂きます。
青果物の選別・荷造り作業
（アスパラガス）
不問

〒957-0232
新発田市真野原外1644-1
北越後農業協同組合
青果物集出荷センター
ＴＥＬ 0254-41-0770
ＦＡＸ 0254-41-0773
営業時間　8：30～17：00
石黒、藤田

　いつもJA北越後お米センターをご利用いただきありがとうございます。
この度、7月1日よりお米センターの土曜日営業時間を下記のとおり変更させていただくことになりました。お客
様には大変ご不便をお掛けしますが、今まで同様お引き立てを賜りますようお願い申し上げます。
1．変更日　　7月1日（土）
2．営業時間

お問い合わせ先　ＪＡ北越後お米センター　センター長　渡辺　慎也
　　　　　　　　ＴＥＬ 0254-22-8008　ＦＡＸ 0254-22-8020

ＪＡ北越後ゴルフ大会開催のご案内
１　開 催 日　　平成29年８月18日㈮　　　　　
２　会 　 場　　紫雲ゴルフ倶楽部（新発田市元郷211）
３　参 加 費　　プレー代7,930円（税抜）、参加費2,500円
　　　　　　　　キャディーはプラス3,780円（税込）：４Ｂ
４　組合員特典　　昼食時１ドリンク付　　　　　　
５　競技方法　　18ホールストロークプレー（９Ｈペリア方式ハンデ戦）
６　参加資格　　組合員および組合員家族、または新発田市・聖籠町に居住、勤務されている方　
７　募集人員　　先着　200名様　　
８　申込締切　　７月25日㈫　※募集人員になり次第、締め切りとさせて頂きます。
９　申込方法　　本店または各支店・ふれあい営業所へお申し込みください。　

営業時間の変更前

営業時間の変更後

平日
9時00分～17時30分

平日
9時00分～17時30分

土曜日
9時～17時30分
（第1.第3.第5）

土曜日
9時～12時30分
（第1.第3.第5）

日曜日・祝日休日

日曜日・祝日休日

きたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーション
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高
齢
者
が
増
え
る
こ
と
、

高
い
薬
が
出
て
く
る
こ
と
を
予
想

し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
私

た
ち
も
、
い
い
医
療
さ
え
し
て
い

れ
ば
そ
れ
で
い
い
の
だ
と
教
育
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
国
の
財

政
事
情
が
危
機
的
と
な
っ
て
き
た

今
、
国
民
全
員
が
医
療
費
に
つ
い

て
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。

　
日
本
で
は
国
民
全
員
が
保
険
証

を
持
っ
て
い
て
ど
こ
の
病
院
に
で

も
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
し

か
し
民
間
の
医
療
保
険
し
か
な
い

国
で
は
契
約
病
院
に
し
か
か
か
れ

ま
せ
ん
。
公
的
な
医
療
制
度
が
あ

る
国
で
も
病
気
に
な
っ
た
ら
先
ず

は
予
め
指
定
さ
れ
た
「
か
か
り
つ

け
医
」
に
し
か
か
か
れ
ま
せ
ん
。

日
本
み
た
い
に
新
し
い
病
院
が
で

き
た
か
ら
行
っ
て
み
よ
う
だ
と
か
、

い
い
病
院
ラ
ン
キ
ン
グ
な
ど
あ
り

得
ま
せ
ん
。

　
気
楽
に
病
院
に
か
か
れ
る
こ
と

は
病
気
の
早
期
発
見
や
重
症
化
を

防
ぐ
に
は
い
い
の
で
す
が
医
療
費

の
増
大
の
一
因
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
大
し
て
効
果
が
な
い
よ

う
な
薬
で
も
保
険
適
応
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
処
方
さ
れ
る
薬
の
量

が
や
た
ら
に
多
い
こ
と
、
正
し
く

飲
ま
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
薬

が
多
い
こ
と
な
ど
も
問
題
で
す
。

そ
も
そ
も
医
療
に
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
人
が

多
い
の
で
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
の
借
金
は
世
界
一
と
言
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
将
来
の
世
代
に

払
わ
せ
る
と
い
う
無
責
任
な
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
を
上

げ
る
必
要
が
あ
る
の
に
国
民
は
反

対
し
、
経
済
の
専
門
家
と
言
わ
れ

て
い
る
人
の
中
に
も
反
対
意
見
が

あ
り
借
金
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

き
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
政
府
は
国
家
の
た

め
に
国
民
の
自
由
や
権
利
を
制
限

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
療

に
市
場
原
理
を
持
ち
込
ん
で
高
く

て
も
効
果
が
あ
る
治
療
は
民
間
保

険
に
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人

た
ち
も
い
ま
す
。
今
後
医
療
制
度

が
激
変
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
本
来
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
関
係
者
が
丁
寧
に
説
明
す

べ
き
で
す
が
、
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

誰
も
や
ら
な
い
の
で
私
が
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
予
約
す
る

旅
行
に
関
す
る
相
談
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

【
事
例
】
海
外
旅
行
に
行
く
た
め

に
、
旅
行
サ
イ
ト
を
通
じ
て
２
人

分
５
万
円
の
航
空
券
を
購
入
す
る

こ
と
に
し
た
。
名
前
や
住
所
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
、
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
番
号
を
入
力
後
、
「
購

入
」
ボ
タ
ン
を
押
し
た
と
こ
ろ
、

エ
ラ
ー
表
示
が
出
た
。
し
ば
ら
く

待
っ
て
も
旅
行
サ
イ
ト
か
ら
反
応

が
な
い
た
め
、
予
約
が
で
き
な

か
っ
た
と
思
い
２
時
間
後
に
再
度

申
し
込
ん
だ
。
後
日
ク
レ
ジ
ッ
ト

カ
ー
ド
の
利
用
明
細
書
を
確
認
し

た
と
こ
ろ
、
二
重
予
約
に
な
っ
て

い
た
。
広
告
を
見
直
す
と
返
金
で

き
な
い
航
空
券
だ
と
分
か
っ
た
が
、

シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
が
原
因
な
の
で
、

負
担
な
く
２
回
目
の
予
約
を
取
り

消
し
た
い
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
普
及
で
、

旅
行
サ
イ
ト
を
通
じ
て
簡
単
に
旅

行
の
申
し
込
み
や
航
空
券
・
ホ
テ

ル
の
手
配
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
一
般
に
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
取
引
で
は
店
舗
で
の
契
約

と
異
な
り
、
消
費
者
自
身
が
サ
イ

ト
上
に
記
載
さ
れ
た
契
約
内
容
や

解
約
料
な
ど
の
契
約
条
件
を
確
認

し
、
契
約
す
る
か
ど
う
か
を
判
断

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
原
則
と

し
て
記
載
さ
れ
た
契
約
条
件
に
従

う
こ
と
に
な
る
の
で
、
申
し
込
み

前
に
慎
重
に
確
認
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
旅
行
サ

イ
ト
側
の
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
な
ど

消
費
者
に
は
落
ち
度
が
な
い
と
考

え
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い

ま
す
。

　
事
例
の
ケ
ー
ス
で
は
、
旅
行
サ

イ
ト
に
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
旅
行
サ
イ
ト
が
調

査
に
協
力
せ
ず
、
消
費
者
側
で
証

拠
が
提
示
で
き
な
か
っ
た
場
合
や
、

サ
イ
ト
運
営
業
者
が
海
外
業
者
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の

が
難
し
い
場
合
な
ど
は
、
交
渉
が

難
航
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
旅
行
サ
イ
ト
で
申
し
込
み
を
す

る
場
合
は
店
舗
契
約
と
の
違
い
を

十
分
に
認
識
し
、
契
約
内
容
や
解

約
を
含
め
た
契
約
条
件
、
旅
行
サ

イ
ト
を
運
営
す
る
会
社
に
つ
い
て

事
前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
て
、
広

告
や
申
し
込
み
画
面
、
旅
行
サ
イ

ト
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
な
ど
を
小

ま
め
に
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

きたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーション
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〈
有
料
広
告
〉

農
業
機
械
の
こ
こ
が
危
な
い
！
　
管
理
機
編

国
民
年
金
保
険
料
免
除
制
度
に
つ
い
て

　
管
理
作
業
と
は
、
土
地
利
用
型

農
業
の
場
合
、
施
肥
・
種
ま
き
・

移
植
の
後
か
ら
収
穫
ま
で
の
諸
作

業
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、

除
草
、
病
虫
害
防
除
、
追
肥
、
培

土
、
間
引
き
、
剪
定
（
せ
ん
て

い
）
な
ど
で
す
。
施
設
型
農
業
、

果
樹
、
畜
産
も
同
様
で
す
。
こ
れ

ら
の
作
業
は
、
そ
の
頻
度
や
時
間

は
多
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
た

め
に
前
回
ま
で
の
軽
微
な
危
険
体

験
な
ど
が
記
憶
に
残
る
こ
と
が
少

な
く
、
類
似
事
故
が
よ
く
発
生
し

ま
す
。

　
ま
ず
、
除
草
に
つ
い
て
考
え
ま

す
。
作
目
に
関
係
な
く
、
除
草
は

大
切
で
す
。
除
草
剤
を
散
布
す
る

場
合
と
草
刈
り
が
あ
り
ま
す
が
、

草
刈
り
機
に
よ
る
作
業
の
方
が
多

い
で
し
ょ
う
。
背
負
い
型
や
肩
掛

け
型
の
草
刈
り
機
で
は
、
右
か
ら

左
へ
振
る
の
が
基
本
で
す
。
斜
面

で
は
、
右
足
を
山
側
に
、
が
基
本

で
す
。
左
足
を
山
側
に
し
て
刈
り

上
げ
る
作
業
は
効
率
も
悪
く
、

刈
っ
た
草
を
踏
ん
で
足
を
滑
ら
せ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
組
み
作
業

の
場
合
に
は
お
互
い
の
距
離
を
５

ｍ
以
上
確
保
し
ま
し
ょ
う
。

　
除
草
剤
散
布
も
含
め
た
病
害
虫

防
除
作
業
は
農
薬
が
低
毒
性
と

い
っ
て
も
人
に
有
害
で
あ
る
こ
と

は
確
実
で
す
。
防
除
用
作
業
着
を

着
用
す
る
と
と
も
に
、
調
合
割
合

を
間
違
え
た
り
し
な
い
よ
う
な
注

意
が
必
須
で
す
。
散
布
は
風
向
き

に
注
意
し
、
ド
リ
フ
ト
防
止
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
散
布
残
液
の
処
理

も
地
域
の
環
境
保
全
ル
ー
ル
に
従

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ハ

ウ
ス
内
で
薫
煙
剤
な
ど
を
使
用
し

た
後
は
、
し
ば
ら
く
の
時
間
入
室

禁
止
の
措
置
を
取
ら
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
果
樹
園
で
の
ス
ピ
ー

ド
ス
プ
レ
ー
ヤ
散
布
で
は
、
後
方

の
散
布
状
態
確
認
に
気
を
取
ら
れ
、

前
方
の
枝
に
衝
突
し
た
り
、
首
を

引
っ
掛
け
る
事
故
も
よ
く
発
生
し

ま
す
。

　
追
肥
・
培
土
・
間
引
き
な
ど
は
、

立
毛
中
の
作
業
で
す
。
乗
用
型
管

理
機
作
業
で
は
そ
れ
ほ
ど
問
題
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
歩
行
型
管
理
機

の
場
合
、
条
間
が
狭
い
場
合
に
移

動
の
足
場
確
保
が
難
し
く
、
作
業

機
が
不
安
定
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
を
腕
力
で
修
正
す
る

と
捻
挫
や
骨
折
に
つ
な
が
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　
露
地
栽
培
で
の
間
引
き
は
し
ゃ

が
み
姿
勢
が
続
き
ま
す
。
連
続
作

業
で
は
立
ち
く
ら
み
が
起
こ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
果
樹
の
剪
定
や

摘
果
で
の
高
所
作
業
も
作
業
台
車

や
脚
立
の
安
定
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

　
私
は
会
社
を
退
職
し
、ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
の
失
業
保
険
を
受
給
し
て

い
ま
す
。

　
現
在
、妻
と
二
人
暮
ら
し
で
妻
は

若
干
の
収
入
が
あ
り
ま
す
が
、私
の

失
業
保
険
を
足
し
て
も
二
人
分
の

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
余
裕

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
民
年
金
は
強
制
加
入
の
よ
う

で
す
が
、こ
の
よ
う
な
場
合
に
何
か

保
険
料
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制
度

な
ど
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
国
民
年
金
に
は
、所
得
が
少
な
く

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

場
合
に
、ご
本
人
の
申
請
に
よ
り
保

険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
る「
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
制
度
」が
あ
り

ま
す
。

　
こ
の「
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

制
度
」は
、ご
本
人
、配
偶
者
及
び
世

帯
主
の
前
年
所
得（
一
月
か
ら
六
月

の
申
請
で
は
前
々
年
の
所
得
）が
一

定
額
以
下
の
場
合
や
失
業
し
た
場

合
な
ど
に
ご
本
人
か
ら
申
請
し
て

い
た
だ
き
、承
認
さ
れ
る
と
国
民
年

金
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が

免
除
さ
れ
る
制
度
で
す
。

　「
全
額
免
除
」が
承
認
さ
れ
た
期

間
は
、年
金
受
給
時
に
は
、国
庫
負

担
相
当
額
が
給
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
、年
金
額
に
反
映
さ
れ
な
い

「
未
納
期
間
」と
は
、大
き
く
異
な
り

ま
す
。

　「
一
部
免
除
」に
つ
い
て
は
、四
分

の
三
免
除
、半
額
免
除
、四
分
の
一

免
除
が
あ
り
ま
す
が
、一
部
免
除
さ

れ
た
後
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、国
庫
負
担
相
当

額
も
給
付
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。そ
の
た
め
、一
部
免
除
が
承
認

さ
れ
て
も
、一
部
免
除
さ
れ
た
後
の

保
険
料
を
納
め
て
い
な
い
場
合
は
、

未
納
期
間
と
な
り
ま
す
の
で
納
め

忘
れ
の
な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　
ま
た
、ご
質
問
に
あ
る
失
業
の
場

合
に
は
、失
業
し
た
こ
と
が
確
認
で

き
る
書
類
を
添
付
し
て
い
た
だ
く

こ
と
に
よ
り
、失
業
さ
れ
た
方
の
前

年（
前
々
年
）の
所
得
が
な
い
も
の

と
し
て
審
査
さ
れ
ま
す
。

　
失
業
し
た
こ
と
が
確
認
で
き
る

書
類
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。

一
　
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、雇

用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
、雇

用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
出
確
認
照
会
回
答
書（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
発
行
）等
の
い
ず

れ
か
の
コ
ピ
ー

二
　
総
合
支
援
資
金
の
貸
付
決
定

通
知
書
お
よ
び
申
請
し
た
と

き
の
添
付
書
類
の
コ
ピ
ー

　
な
お
、保
険
料
の
全
額
免
除
制
度

以
外
に
も
、五
十
歳
未
満
の
方
が
対

象
で
、ご
本
人
と
配
偶
者
の
所
得
で

審
査
す
る「
国
民
年
金
保
険
料
納
付

猶
予
制
度
」、学
生
が
対
象
の「
学
生

納
付
特
例
制
度
」が
あ
り
ま
す
。

　
免
除
制
度
の
申
請
を
希
望
さ
れ

る
場
合
は
住
民
票
の
あ
る
市
区
町

村
役
場
の
国
民
年
金
担
当
窓
口
も

し
く
は
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
ま
た
、免
除
期
間
を
後
日（
十
年

以
内
に
）納
付
す
る「
追
納
制
度
」が

あ
り
ま
す
の
で
、追
納
を
ご
希
望
の

場
合
は
、お
近
く
の
年
金
事
務
所
へ

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

は
病
気
の
早
期
発
見
や
重
症
化
を

防
ぐ
に
は
い
い
の
で
す
が
医
療
費

の
増
大
の
一
因
だ
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
大
し
て
効
果
が
な
い
よ

う
な
薬
で
も
保
険
適
応
に
な
っ
て

い
る
こ
と
、
処
方
さ
れ
る
薬
の
量

が
や
た
ら
に
多
い
こ
と
、
正
し
く

飲
ま
れ
ず
に
捨
て
ら
れ
て
い
る
薬

が
多
い
こ
と
な
ど
も
問
題
で
す
。

そ
も
そ
も
医
療
に
税
金
が
使
わ
れ

て
い
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
人
が

多
い
の
で
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
。

　
国
の
借
金
は
世
界
一
と
言
わ
れ

て
お
り
、
こ
れ
を
将
来
の
世
代
に

払
わ
せ
る
と
い
う
無
責
任
な
状
態

に
な
っ
て
い
ま
す
。
消
費
税
を
上

げ
る
必
要
が
あ
る
の
に
国
民
は
反

対
し
、
経
済
の
専
門
家
と
言
わ
れ

て
い
る
人
の
中
に
も
反
対
意
見
が

あ
り
借
金
は
ど
ん
ど
ん
増
え
て
い

き
ま
す
。

　
現
在
の
日
本
政
府
は
国
家
の
た

め
に
国
民
の
自
由
や
権
利
を
制
限

し
よ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
医
療

に
市
場
原
理
を
持
ち
込
ん
で
高
く

て
も
効
果
が
あ
る
治
療
は
民
間
保

険
に
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
人

た
ち
も
い
ま
す
。
今
後
医
療
制
度

が
激
変
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
本
来
こ
の
よ
う
な

こ
と
は
関
係
者
が
丁
寧
に
説
明
す

べ
き
で
す
が
、
や
っ
て
い
ま
せ
ん
。

誰
も
や
ら
な
い
の
で
私
が
書
か
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

前
に
慎
重
に
確
認
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
一
方
で
、
旅
行
サ

イ
ト
側
の
シ
ス
テ
ム
エ
ラ
ー
な
ど

消
費
者
に
は
落
ち
度
が
な
い
と
考

え
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
起
き
て
い

ま
す
。

　
事
例
の
ケ
ー
ス
で
は
、
旅
行
サ

イ
ト
に
調
査
を
依
頼
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
が
、
旅
行
サ
イ
ト
が
調

査
に
協
力
せ
ず
、
消
費
者
側
で
証

拠
が
提
示
で
き
な
か
っ
た
場
合
や
、

サ
イ
ト
運
営
業
者
が
海
外
業
者
で
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
の

が
難
し
い
場
合
な
ど
は
、
交
渉
が

難
航
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
旅
行
サ
イ
ト
で
申
し
込
み
を
す

る
場
合
は
店
舗
契
約
と
の
違
い
を

十
分
に
認
識
し
、
契
約
内
容
や
解

約
を
含
め
た
契
約
条
件
、
旅
行
サ

イ
ト
を
運
営
す
る
会
社
に
つ
い
て

事
前
に
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ト
ラ
ブ
ル
に
備
え
て
、
広

告
や
申
し
込
み
画
面
、
旅
行
サ
イ

ト
か
ら
届
い
た
メ
ー
ル
な
ど
を
小

ま
め
に
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
大

切
で
す
。

ストップ！
農作業
事故

きたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーションきたえちご  インフォメーション
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＜応募方法＞

 1　晩ご飯のこと
  6　チョコレートの原料になる植物
  7　ビー玉を押し込んでから飲みます
  9　コンコンとノックする物
11　鉛筆を削って出します
12　泳げない人の強い味方
14　ハチドリやチョウが吸います
15　電話では̶̶が明かない。会って話そう
17　今日が終わるとやって来ます
19　野球の打者が振ります
21　頭文字のこと。佐藤さんならＳです

  1　夕涼みや花火大会に似合う着物
  2　サナギからチョウに̶̶した
  3　物事を行うのにちょうど良い頃合い
  4　馬の背に置きます
  5　絵柄の美しい̶̶切手を買った
  8　わらなどを編んで作る敷物
10　ナタネやゴマなどを搾ると取れます
12　原本からコピーした物のこと
13　キツツキが木に穴を開けるときに使う物
14　世話人に頼む、昔ながらの婚活
16　̶̶キープ。ペット̶̶
18　東南アジアの国。首都はバンコク
20　革靴や家具を磨いて出すことも

二重マスの文字をＡ～Eの順に
並べてできる言葉は何でしょうか？

金山　渚さんの作品

日本アニメ・マンガ専門学校
マンガクリエイト科

■応募締切 当月20日（消印有効） ※お預かりした個人情報につきましては、広報活動に利用する以外は使用しません。

■あて先　〈ハガキ〉　〒957-0011 新発田市島潟字弁天1341-1
　　　　　　 　　　　  　ＪＡ北越後本店　広報誌係
　　　　　〈メール〉　info@ja-kitaechigo.or.jp

ハガキまたはメールで、①パズルの答え　②住所・氏名・年齢・電話番号
③読者の声VOICEへのメッセージ を記入しご応募ください。

読者の声 VOICEへのメッセージ、ＪＡまたは、広報誌へのご意見・ご感想／
身の周りの出来事／生活の知恵／わが家の○○自慢／イラストなど

■当選者の発表は商品の発送をもってかえさせていただきます。
※お預かりした個人情報につきましては、広報活動に利用する以外は使用しません。

タ
テ
の
カ
ギ

ヨ
コ
の
カ
ギ先月号の答え

ラツキヨウ

 トマト・レタス・キュウリ・ミズ、一
番沢山食べる野菜といわれてもこれら、
セットで食べています。上手に組み合せ
て暑い夏を乗り越えましょう!!
　　　　　　　　（新発田市　Ｓ・Ｈ）

　毎日食べる野菜も一番沢山食べるもの
と問われると、ちょっと考えてしまいま
した。気にもせず盛り合わせて、塩、ド
レッシング等、料理の苦手な私は、生で
頂きます。真赤なトマト、子供の頃は丸
ごとかぶりついてたのに、流石に70代
後半になり、お皿に盛りつけて味わって
ます。
　　　　　　　　（新発田市　Ｓ・Ｋ）

　夏はキュウリ、トマトが一番です。冷
えたトマトは果物と同じ、いやそれ以上
においしいかな。
　　　　　　　　（新発田市　Ｉ・Ｈ）

　夏一番はキュウリです。ビールのつま
みにみそをつけて食べます。枝豆と一緒
に食するとビールがすすみます。これが
私の日本の夏です。
　　　　　　　　（新発田市　Ｓ・Ｍ）

　私は赤いトマト、緑のピーマン、シャ
キシャキとしたきゅうり、ほんとうに大
好きです。主人と義母が畑で作ってくれ
ます。しかし今年は猿が悪さをし、網囲
いの中で大あばれをし、私の楽しみをう

ばってしまいました。とても残念です。
スーパーで買い求めます。暑い夏でもお
いしい野菜を食べるとおいしさで少し涼
しくなるのですけれど、あ～あ、残念で
す。サルよもう来ないで!!無理ですね。
くやしいです。サルもおいしいのでしょ
うね。
　　　　　　　　（新発田市　Ｓ・Ｍ）

　夏は甘いトマト、これが一番ですね。
キュウリ、ナスの漬け物、早く自家製野
菜とれないかなァ…。
　　　　　　　　（新発田市　Ｓ・Ｋ）

　ナス、キュウリ、トマト等々、新鮮で
採りたてを味わっています。作るのは大
変な時もありますが、楽しみでもありま
す。
　　　　　　　　（新発田市　Ａ・Ｙ）

　今は野菜の成長を見るのが楽しみで
す。１番食べるのはキュウリです。もぎ
たて新鮮で朝昼晩と食べますが全然飽き
ません。でもトマトやナスや他の野菜も
美味しいですよね～
　　　　　　　　　（聖籠町　Ｉ・Ｎ）

　聖籠のサクランボは毎年楽しみにして
います。もうそんな時期になったんです
ねえ。
　　　　　　　　（新発田市　Ｈ・Ｈ）

　それゆけ！さとみちゃんコーナーの料
理を毎回楽しみにしています。家でも参
考にして調理しています。
　　　　　　　　（新発田市　Ｏ・Ｃ）

　もう６月だというのに、朝晩が寒くて
ストーブをかたづけることが出来ませ

ん。例年だともうとっくにかたづける時
期なのにまだ使っています。今年の天気
はどうなっているのでしょうね？
　　　　　　　　（新発田市　Ｕ・Ｍ）

　それゆけさとみちゃんオススメレシピ
の「アスパラガスとたけのこ炒め」を
作って見ました。おいしかったです。私
は毎年フキとたけのこで作っていまし
た。
　　　　　　　　（新発田市　Ｋ・Ｎ）

　枝豆です。極早生から晩生まで自分で
作ったものを自分で採って来て自分で椀
いで、茹でるのは妻です。
　　　　　　　　（新発田市　Ｎ・Ａ）

　そら豆のたわわな鞘が垂れ始めまし
た。この季節は冷たいビールのお友に最
高です。真綿のベッドが何とも可愛いで
す。
　　　　　　　　　（聖籠町　Ａ・Ｓ）

　５月の連休明けに種苗店からナスの苗
（十全）を購入し定植しました。今は拳
し位の大きさに成長しています。JAか
らナス漬の素を買って今年一番目のナス
漬けを早く食べて見たいなと思っていま
す。あのシャリーシャリとコリコリ感は
タマリマセン　シーズン中はナス漬の素
を７～10袋購入の予定です
お願いですが、広報「きたえちご」の文
字を大きくして下さい。
　　　　　　　　（新発田市　Ｙ・Ｈ）

さ
さ
い
な
こ
と
で
イ
ラ
イ
ラ
し
や
す
い
よ
う
。

一
人
の
時
間
を
大
切
に
し
て
気
分
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
。深
呼
吸
も
開
運
の
鍵
に

周
囲
の
サ
ポ
ー
ト
に
恵
ま
れ
、順
調
に
過
ご
せ

そ
う
。初
対
面
の
相
手
に
も
笑
顔
で
話
し
掛
け

る
と
良
縁
を
引
き
寄
せ
ら
れ
る
は
ず

強
引
に
物
事
を
進
め
ず
、じ
っ
く
り
と
腰
を
据

え
て
取
り
組
む
の
に
向
く
期
間
。リ
ラ
ッ
ク
ス

す
る
に
は
紅
茶
に
凝
る
と
効
果
あ
り

新
し
い
こ
と
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る
の
に
最
適
。

意
欲
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
。過
去
に
駄

目
だ
っ
た
挑
戦
に
も
リ
ベ
ン
ジ
可
能

地
道
な
作
業
に
力
を
注
げ
ば
、少
し
ず
つ
物
事

が
動
き
だ
す
予
感
。何
事
に
も
じ
っ
く
り
取
り

組
ん
で
。気
分
転
換
に
は
音
楽
が
吉

対
人
運
良
好
。人
と
知
り
合
え
る
場
所
に
は
積

極
的
に
足
を
運
ん
で
。趣
味
の
集
ま
り
や
オ
フ

会
に
参
加
す
る
と
新
鮮
な
出
会
い
が

「暑くて寝づらい夜を乗り切る工夫」です。
※テーマ以外にも応募お待ちしています。

8月号のテーマ

抽選で５名様に農協全国商品券1,000円分をプレゼント

声読者の今月のテーマ
　　「一番沢山食べる夏野菜はコレ！」

Readers' VoiceReaders' Voice



思
う
よ
う
に
な
ら
な
い
こ
と
が
多
く
、イ
ラ
イ

ラ
が
募
り
や
す
い
時
期
。笑
顔
と
謙
虚
さ
が

開
運
の
鍵
に
。盆
栽
の
手
入
れ
も
グ
ッ
ド

ア
ク
テ
ィ
ブ
に
動
き
回
れ
そ
う
。迷
っ
た
と
き

は
、と
に
か
く
動
い
て
み
る
の
が
ベ
ス
ト
。大

胆
な
発
想
が
運
気
上
昇
の
呼
び
水
に

暗
い
発
想
を
し
や
す
い
暗
示
。意
識
的
に
プ

ラ
ス
思
考
を
。香
り
系
ヒ
ー
リ
ン
グ
グ
ッ
ズ
を

試
し
て
み
る
と
効
果
を
実
感
で
き
ま
す

気
分
の
浮
き
沈
み
が
激
し
く
な
る
期
間
。コ
ロ

コ
ロ
意
見
を
変
え
て
、周
囲
を
困
ら
せ
な
い
よ

う
、ご
用
心
。開
運
に
は
深
呼
吸
を

珍
し
く
神
経
質
に
な
り
が
ち
。難
し
く
考
え

過
ぎ
ず
、気
楽
に
構
え
て
。気
持
ち
を
上
向
か

せ
る
に
は
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
が
正
解

楽
し
い
こ
と
に
縁
が
あ
る
月
。友
人
た
ち
と
レ

ジ
ャ
ー
に
出
掛
け
れ
ば
、に
ぎ
や
か
で
発
見
の

多
い
ひ
と
と
き
に
。観
劇
も
お
勧
め
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トマトたこ酢

（1）合わせ酢の材料を鍋に入れ、沸騰させて冷まし、湯むき
したトマトを一晩漬けておく。

（2）水で戻した白キクラゲ、ざく切りにした生ワカメ、一口
大に切った蒸しタコ足を器に盛り付ける。

（3）合わせ酢から出したトマトを4等分に切り分け、合わせ
酢を器に流し入れる。

（4）上におろししょうがを載せ、オリーブ油を掛けて出来上
がり。

Point
!

作り方

材 料（ 4人分）

トマトオムレツ

（1）トマトはざく切りにし、オリーブ油大さじ2と一緒にフ
ライパンで、中火で5分ほど炒める。

（2）ボウルに軽くかき混ぜた卵に、冷ました（1）を合わ
せ、塩・こしょうで味付けして、軽く混ぜる。

（3）フライパンにオリーブ油大さじ2を熱し、（2）を入れ
てオムレツを作る。

（4）ソースの材料を鍋に合わせて沸かし、皿に盛り付けたオ
ムレツの周りに流し掛けて出来上がり。

作り方

材 料（ 4人分）

オムレツを作る際は、強火で短時間にかき混ぜながら半
熟に仕上げましょう。
クレソンなどを添えてみてください。

Point
!

ワカメの代わりに、モズク・めがぶなどを使って
も OK ！
彩りにチャービルを載せました。

で
2017.

７月

ソース
　水………………………150ml
　鶏がらスープのもと…小さじ2
　オイスターソース…大さじ1・1/2
　料理酒 ………………大さじ1
　しょうゆ ……………小さじ1
　砂糖 ………………小さじ1/2
　水溶き片栗粉 ………小さじ2

トマト ………………1個
蒸しタコ足 …………1本
生ワカメ ……………40ｇ
白キクラゲ …………20ｇ
おろししょうが ……適宜
オリーブ油 …………適宜

合わせ酢
　かつおだし ………180ml
　薄口しょうゆ ………30ml
　みりん………………30ml
　米酢…………………75ml
　砂糖………大さじ1・1/2

トマト………………2個
卵……………………3個
オリーブ油……大さじ4
塩・こしょう  ……適宜



蕗谷虹児
KOJI  FUKIYA 
本名一男
新発田町（当時）出身
父は地方紙記者
抒情画家　詩人
明治31（1898）～
昭和54（1979）年

大正９年、21歳、少女雑誌からデビュー。詩画
集９冊を出版、時代の寵児となる。『花嫁人
形』は25歳の詩。大正14年渡仏、春秋のサロ
ンに連続入選、個展も成功させる。帰国後は
再び挿絵を描き、モダンな画風で一世を風靡
する。名作童話や絵本の分野でも活躍。晩年
は個展に『花嫁』など出品、画集５冊を出版。
中伊豆で没、80歳。昭和62年、蕗谷虹児記念館。

経営管理委員会だより編集後記
　去年は梅雨入りしているのに雨が少
ないと書いたのですが、今年は梅雨入
りと同時に天気が良くなりました。ま
た、5・6月の低温傾向で色々な作物の
生育が遅れています。品質・収量に影
響無く、気候が安定してくれることを
祈るばかりです。
　話は変わりまして、今年はさくらん
ぼの取材を多くさせていただきまし
た。この時期になると毎年甘いさくら
んぼを堪能しているのですが、これっ
て本当に贅沢なことだと思います。地
元では広く知られている旬の味覚、さ
らに多くの方にお伝えできるよう頑張
ります！（M）

（蕗谷虹児記念館名誉館長　蕗谷龍夫）

２．報　告　事　項

（１）不良債権の処理報告について
（２）農協法第３５条２第 4項による報告について
（３）就業規程及び臨時雇用者就業規程並びに給与規程の一部変更について（案）
（４）パソコン管理ツールの導入について
（５）平成２８年度決算監事監査の結果について
（６）平成２８年度全国監査機構期末監査の結果について
（７）平成２８年度ライフサポート北越後決算監査役監査の結果について
（８）平成２８年度あぐりサポート北越後決算監査役監査の結果について
（９）平成２８年度内部統制報告書について
（10）平成２９年度財務諸表等監査「監査計画概要書」について
（11）個人情報に係る法違反又は法違反のおそれの事案に関する報告（確

報）について
（12）平成２９年度カントリーエレベーター利用料金について
（13）子会社の決算結果について
（14）その他

１．協　議　事　項

（１）経営管理委員に対する貸出の
承認について（案）

（２）平成２８年度決算確定及び剰
余金処分 (案 ) について

（３）組合員等表彰規程の一部変更
について

（４）合併 20周年記念式典について
（５）平成 29年度事業計画 (収支計

画 )の一部修正について
（６）第２１回通常総代会の開催に

ついて
（７）全農が行う農業経営事業に関

する同意について
（８）諸規程等の一部変更について

新
潟
県
新
発
田
市

き
た
え
ち
ご

管
理
部
総
務
課

発
行
　
企
画
部
経
営
企
画
課

ギャラリー蕗谷虹児 2017.７

　開館30周年展ポスター、表紙絵とペン画の
組み合わせが好評とのこと、ほっとしました。
挿絵画家なのに、ポスターにペン画を使うの
が難しくて。しかし、10年前には……！
①県立近代美術館で開催中の「少女達の夢と
憧れ～」展、中越地震に直撃され、やむなく中
止に。ところが３年後、小西珠緒学芸員の転勤
先である万代島美術館で、再度の開催が実現
したのです。ポスターもパリ時代の出品画か
ら、令女界の巻頭口絵「日本娘・幻想五景」中
の1点、横長４頁大の印刷画『黒船』を部分UP
したものに。嬉しかったですね。
②金沢夢二館展のポスターは、令女界の姉妹
誌「小令女」に送稿した《欧州航路》中の１点

『キャビン』を、黒地に大胆に配したもの。担当は
大木優子学芸員。父から貰った私にとっては
宝物の絵。湯涌の会場では原画と見較べつつ、
晴れがましい気分を味わいました。
③本郷の東大裏にある弥生美術館は、わが国
の出版文化に寄与してきた各分野の画家やイ
ラストレーターやデザイナーたちを広く顕彰し
てきた唯一の施設です。担当は中村圭子学芸
員。ポスターは中央に「令女界」の表紙絵、四
隅に名作童画集の挿絵やパリ画信のペン画、
「花嫁人形」の詩句を配し、ヒロインは深い官
能を秘めながら、理知的でもあり―と弥生美
術館らしく愉しく構成したものでした。

左　｢魅惑の線・輝く色彩 蕗谷虹児」ポスター
　　新潟県立万代島美術館　2007年7月～9月

中　｢蕗谷虹児展～大正・昭和、そしてパリ時代」ポスター
　　金沢湯涌夢二館　2007年～8年

右　｢理知と官能の女性美～蕗谷虹児展」ポスター
　　東京・弥生美術館　2007年4～7月
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